
内部評価の結果  

【評価結果】 

 
事業継続 

 

【評価理由】 

本市では、産業構造の高度化や物流機能の充実・強化を図るため、北九州空港やひびきコンテ

ナターミナルの整備など、様々な物流拠点の整備に取り組んでいる。安定的な物流・人流を確保・

活性化するためには、これらの物流拠点や中心市街地を結び、本州や九州各地域との連携を促

進する主要幹線道路の整備を進め、広域道路ネットワークの形成を推進する必要がある。 

また、大規模災害発生直後において、人員や物資等の緊急輸送活動を確実かつ円滑に実施す

るためには緊急輸送道路を早急に整備する必要がある。 

北九州広域都市計画道路戸畑枝光線は、北九州都市高速道路や若戸トンネル等と一体となる

ことで、我が国のものづくりを牽引する企業が集積する響灘地区、戸畑区臨海部、東田地区等を結

ぶ、環状放射型の自動車専用道路ネットワークを形成するもので、戸畑区大字戸畑を起点とし、八

幡東区東田五丁目を終点とする延長約４ｋｍ、４車線、代表幅員１８ｍの自動車専用道路である。 

 

これまで、戸畑枝光線１期および汐井町牧山海岸線に平成 23 年度から事業着手し、高架橋や

アンダーパスなどの大型構造物の大部分が完成してきている。事業の進捗に合わせ行ってきた詳

細な土質調査に基づく地盤改良の増工や、近接する鉄道や建物への対策等により、事業費及び

事業期間の見直しが必要となった。 

また、平成 26 年度に着手した２期は、今後の本格的な工事着手に向けて、詳細な設計や土質

調査を行い、１期の状況を加味しながら事業内容を再検討したところ、大幅な事業費及び事業期

間の見直しが必要となった。 

 

これらの見直しを踏まえても、戸畑枝光線は、本市の物流拠点と中心市街地や本州、九州各地

域とを連携させる広域道路ネットワークを構築するものであり、産業構造の高度化や物流機能の充

実・強化、災害時の定時制や高速性を確保するうえで極めて重要な路線であり、その整備効果は

非常に高い。また、周辺地域の渋滞緩和、交通安全の確保等、生活環境の向上にも寄与する。 

このことから、公共事業調整会議にて、原案のとおり事業を『継続』することを対応方針として決

定した。 

 

なお、公共事業調整会議では、更なるコスト縮減に努めるべきであるとの意見があった。これに

ついて、発生土の流用促進、新工法や新技術の活用等、引き続きコスト縮減の検討を行うこととす

る。 
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